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・ＳＤ　345 　（規格品）

・不要　　　・必要　　厚0.15㎜（内部土間コンクリート下のみ）7. ポリエチレン

特記仕様書（１）

・設計基準強度：Fe = 18N

・厚さ：　　50 ㎜

シート敷き

3. 看　　　板

4. 工事用水電力

5. 障害物の処理

6. 設計Ｇ．Ｌ．

7. 保 護 設 備

・標準Ｇ.Ｌ.の決定及び、Ｂ.Ｍ.の設備は、係員の立会いのもとに行う。

・竣工写真は、建築写真家によるものとし、アルバム貼付にて提出の事

・地盤改良工法（構造図特記による）

・1.8以下　　 　・その他

・工　　法：

・杭の種類：・ＲＣ杭　　・ＰＣ杭　　・その他（　　　）

・その他（合成樹脂調合ペイント、フッソ樹脂塗装）

・不要　　　・必要（サンプル採取による土質確認）

・ＳＴＫ400 　・ＳＴＫＲ400　　・ＢＣＲ295

・形鋼・鋼板：・ＳＳ400　　・ＳＮ400Ｂ

・Ｆ8Ｔ　　・Ｆ10Ｔ　　・Ｆ12Ｔ　　・Ｓ10Ｔ

・基 準 強 度：・Fe = 9N　　　・Fe = 15N

・巾木コンクリート：Fe = 18N

・防水押え床かさ上げコンクリート：Fe = 15N

・土間コンクリート：　Fe = 21N

・ Fe = 24N

・ Fe = 18N　　　・Fe = 21N・設計基準強度

・Fe = 24N

・ Fe = 18N　　　・Fe = 21N・設計基準強度

5. ラップル

・地業の種類：・割栗　　　・砂　　　・砂利　　　・砕石

・樹木：・移植　　・伐切　　・その他（別途工事とする。）

・その他（契約書による。）

・軽量形鋼

・異形鉄筋：・ＳＤ　295 Ａ（規格品）

・金属製型枠パネル　　　・その他（塗装合板 厚 12 ㎜）

・合板（厚 12 ㎜）　　　・縁甲板（厚　　㎜）

２．細目は、・印をつけたものを適用する。

・その他（特記による。）

・建物竣工引渡し後　　１年以内において工事不良のため、生じたと認め

（A3版）

：

：

：

：

：

：

錆止塗装は、仕上塗装種別に応じた同系錆止塗料とする。

・リベット

・コンクリートの圧縮強度試験は、公認の試験場に於いて行うことを原則とする。

・建設省告示等110号による。

・使用不可　　　　・使用可（

：

：

（

・その他（

：

：

：

：

：

：

・利用できる（ ・ 有償　 ・ 無償 ）

などにより破損、損傷させた箇所は今回工事仕上げ及び、旧工事、仕上

・既設建物と今回工事の取り合い部分、その他で、はつり及び工事の都合

　　　　　・その他（

・必要　　　・不必要7. 試　作　品

・行う　　　・行わない

技量確認

6. 溶接工の

・その他（

・試験の種別：・超音波探傷試験　　・Ｘ線検査5. 溶接部の試験

・その他（

・ボルト工法　　　・溶接工法（アーク溶接）4. 工　　　法

ＪＩＳ・Ｚ・3212規格に適合するもの。

・その他（

・ウェザーコートⅡ

・ウェザーコートⅠ・裸使用　　・表面処理（

・Ｆ8Ｔ　　・Ｆ10Ｔ　　・Ｆ12Ｔ

・溶接材料

・使用材料

・高力ボルト

・ＳＭ50ＢＣ　　　 　・その他（

・ＳＰＡ　Ｈ/Ｃ　　　・ＳＭ50Ａ/Ｂ/Ｃ・鋼　　材3. 耐候性高張力鋼

・オイルペイント　　・グラファイトペイント・仕上塗装

：

な部分は、工場２回塗りとする。

塗装回数は、工場１回、現場１回、但し組立後塗装不可能

・第三種ケレン（手工具作業）

・第二種ケレン（機械的作業）

素地調整の程度　　・第一種ケレン（ブラスト法）

ＪＩＳ・Ｚ・3211規格に適合するもの。

ＳＶ41Ａ（規格品）

ＳＳ41とし等級は中ボルト程度とする。

：

：

：

：

：

：

：

・防錆塗装

・溶接材料

・普通ボルト

・高力ボルト

・鋼　　管

・その他（

2. 普　通　鋼

査を受ける。

・工作図または、原寸図（型板および定規を含む）を作成し、係員の検

構造設計図記載の、基準詳細図等を優先する。

・鉄骨の継手、仕口及び補強部分その他については、共通仕様書の他に

・使用範囲及び区分は、構造設計図による。1. 一 般 事 項

０７　鉄　骨　工　事

・その他（

・種　　類：・金属製　　・モルタル製　　・塩ビ製4. 鉄筋スペーサー

・その他（

・重ね継手　　　・アーク溶接継手

・種　　類：・ガス圧接継手（・16∮以上　　・19∮以上）3. 継　　　手

・その他（

・ＳＤ　　　　（規格品）・ＳＤ　　　　（規格品）

・普通鉄筋：　ＳＲ　（規格品）2. 材　　　料

の承認を受ける。

・鉄筋の加工、組立に際しては、あらかじめ鉄筋加工図を作製し、係員

記載の、基準詳細図等を優先とする。

・鉄筋の継手及び補強配筋等については、共通仕様書の他に構造設計図

・鉄筋の使用範囲は、構造設計図による。1. 一 般 事 項

０６　鉄　筋　工　事

施工計画書を作成し、係員の承認をうけるものとする。

・コンクリート打込に先立って、設計、施工条件を十分考慮し、適切なる8. 運搬及び打込

・採取した試験体は工事現場等、請負業者の直接管理下にある場所に保管する。7. 試　　　験

・コンクリート面に合わせ仕上げる。

・面うちに仕上げる。

詰める。

・木コン等による穴の仕上：打放し仕上げの場合、保水剤入りモルタルを

・打放しのままとし目違いばらいを行う。

・目違い不陸等の少ない良好な面とする。

良好な面とする。

・コンクリート面の仕上り程度：・目違い不陸等極めて少ない

・20㎜・打放しコンクリート仕上りのかぶり厚増：

・存 置 期 間

・剥　離　剤

・ボルト式　　・番線式　　・その他（：

：

：

：

：

・材　　　料　

・工　　　法

6. 型　　　枠

・その他（

・川砂　　・山砂　　・海砂

・その他（

・火山砂利又は石灰ガラ　　・人工軽量骨材

・細　骨　材

・粗　骨　材

・その他（

・1.8　 　・1.2　  　・1.1・気 乾 比 重

・その他（

（非構造用）

コンクリート

5. 軽量

スランプ15㎝以下とする。

コンクリート

4. 無筋

　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日・適 用 範 囲

コンクリート

3. 寒中

・気 乾 比 重

・人工軽量骨材　　　・その他（

・人工軽量骨材　　　・その他（

：

・細　骨　材

・粗　骨　材

（構造用）

コンクリート

2. 軽量

・その他（

・60° /wt以下　　　・70° /wt：・水セメント比

・川砂　　　・山砂　　　・その他（：・細　骨　材

・その他（

・現場コンクリート

・レディーミクストコンクリート・コンクリートの供給

・川砂利　　　・砕石・粗　骨　材

・その他（

・その他（

・減水剤　　　・防縮剤：・混 和 剤 等

・その他

：

・その他（

・コンクリートの種別：・普通コンクリート　　・早強コンクリート

コンクリート

1. 鉄筋

０５　コンクリート工事

8. 特 殊 工 法

地業
6. 捨コンクリート

・コンクリートと玉石の比率：　・１：１　　　・その他（

・コンクリートの調合：セメント１・砂３・砂利６（容積比）

コンクリート地業

・その他（砂利地業

4. 割栗　及び

・コンクリート：詳細については構造設計図特記による。

・使用鉄筋：詳細については構造設計図特記による。

・試 験 杭：詳細については構造設計図特記による。

・長 さ 等：詳細については構造設計図特記による。

コンクリート地業

3. 場所打

・長 さ 等：詳細については構造設計図特記による。

・その他（

・杭の種類：・アースドリル杭　　・ベノト杭　　・深礎工法

1. 地耐力試験

０４　地　業　工　事

・その他（

・場内堆積　　・場内敷均し

・場外搬出4. 残 土 処 分

・盛　土：・ 無　　　 　　・ 有

・埋戻し：・根切土使用　　・その他（3. 埋戻し、盛土

2. 敷 地 整 理

・特殊工法

得るものとする。

・根切完了後、深さ、大きさ、床さらいの状態について、係員の承認を

施工計画図を提出し、係員の承認を得るものとする。

・工事着手前に根切方法、山留工法、排水方法、使用機器等を記した、1. 根　切　り

０３　土　　工　　事

損傷部は完全に復旧する。

・工事完了後、建物引渡し前に全体の掃除を行い、公道の工事による

旧工事をし、これに要した費用は、請負者の負担とする。

承認を得て実施する。万一損害を与えた時は、速やかに応急手当、復

損害を与えないように、必要な保護設備を計画し、係員及び各関係の

・本工事の施工に当り、付近住民、隣接建物、工作物、通行人に対して

・工事上撤去、移設を要する軽微なものは、本工事の範囲とする。

・利用できない。

あらかじめ係員と協議する。

・本工事現場に掲示する看板は、大きさ、書体、仕上げ、取付位置など

詰所に係る諸経費は、一切請負者の負担とする。

・係員詰所は工事打合わせに便利なように請負事務所に隣接して建てる。

・その他（

・消火器　　・インターホン　　・クーラー

・設　備：・電灯　　・給排水、給湯設備　　・電話　　・冷蔵庫

・その他（

来客用安全帽、長靴、水平垂直器、ロッカー

温湿度計、テストハンマー、ノギス、安全帽、

・備　品：・机、椅子、書類及び図面棚、図板、定規、黒板、

・その他（

・規　模：・10㎡内外　　　・20㎡内外　　　・35㎡内外

・構　造：・プレハブ造　　・木造　　・その他（2. 係 員 詰 所

・意　匠：

・範　囲：道路面、および安全上必要と思われる範囲とする。

・その他（

・仕　上：・仕上なし　　・ペイント仕上

・高　さ：・1.5M      ・ 1.8M    ・ 3M以上

1. 仮 　囲　 い

０２　仮　設  工　事

い施工計画を立て、関係官庁の指導を受ける。

て地域規制されていないかを確かめ、規制されている場合は、規制に従

・本工事施工に際しては、本工事場所が工事による騒音、振動などについ

られる損害は、請負者の負担にて敏速丁寧に復旧する。その他
9. 工事保証

と密接に連絡し、調整に当たらなければならない。

・別途工事についての工事工程ならびに納まり等に関して、別途工事業者8. 別 途 工 事

同材にて完全に補修しなければならない。

取合

7. 既設部分との

とする。

・請負者は、定例打合会議々事録をとり、その都度係員の承認を得るもの

工事責任者を招集し、打合せを行うものとする。

・工事の円滑な進行を計るため、係員の指示により工事期間中定期的に各6. 定例打合会議

・工事竣工図は、黒表紙金文字入製本とし、二部提出する。

〃

竣工時

〃

〃

竣工時より20日

竣工時

試験後10日以内

〃

〃

〃

その都度

19. 鍵リスト

18. 工事保証書

17. 工事竣工写真

16. 工事竣工図

15. 工事竣工引渡書

14. 工事竣工届

13. 材料試験報告書

12. 官公署届出書類控

11. 出来高承認願い

10. 変更工事見積書

９．打合議事録

控えとなるもの

１ヶ月毎

実施15日前

〃

〃

〃

〃

契約後速やかに

契約時

備　　　考提 出  時 期部　数提　出　図　書

８．工事工程報告書

７．施工図、製作図

６．仮設計画書

５．メーカーリスト

４．協力業者名簿

主任技術者届

３．現場代理人及び

２．工事工程表

１．工事請負契約書

協議の上、作成するものとする。

・本工事の施工に伴う提出図書は、下記に定める他、必要に応じて係員と5. 提 出 図 書

とする。

なければならない。なお試験に要する諸経費は、すべて請負業者の負担

の成績表を提出し、又は係員の認める試験場で試験を行い、確認を受け

・本工事に使用する材料のうち、係員による指示のあるものに関してはそ4. 材 料 試 験

５．公共規格及びこれに準ずる規格

４．共通仕様書

３．各設計図

２．特記仕様書

１．現場説明事項（質疑応答書を含む）

・本工事の設計図書等の優先順位は、下記による。3. 優 先 順 位

とする。

るものは、係員の指示に従い、請負金額の範囲内において施工するもの

・設計図書に記載なくとも、外観上、構造上、設備上当然必要と認められ

かめておくものとする。

・本工事の設計図書に関する疑義は、工事契約前に質疑応答書をもって確2. 疑　　　 義

の記載事項を参照する。

ものであり、各工事において、他の工事との関連ある事項は、各々該当

・本特記仕様書は、各共通仕様書及び補足事項に記載なき事項を特記する1. 適 用 範 囲

０１　一 般 共 通 事 項

受けるものとする。

以上と読み替える事も可能である。但し、その使用、採用に当たっては係員の承認を

４．製造会社、施工会社指定については、後欄のメーカーリストに依るものとし、同等品

３．その他、特記事項は（　）内に記載する。

１．項目は、項目番号に○印をつけたものを適用する。

００　特記仕様書の取扱いについて

・積荷試験：・不要　　・必要　　　　　ヶ所

2. 既設杭地業

・厚さ：　　　　150 ㎜

平成22年版

国土交通省
公共建築工事標準仕様

による

購入土　）

・長期支持力　　　　 ＫＮ／㎡ (構造図による)

・構　造：・鋼版製　　・木製　　・その他（単管 ﾒｯｼｭｼｰﾄ　 H=1,800）　　　　

・ＳＳＣ400 （規格品）

・その他（

特記仕様書（１）

工事名称

図面名称

その他の設計士

一級建築士 大臣 登録 257783 号

一級建築士事務所登録　山形県知事（1212）第2117号

寒 河 江 設 計

寒 河 江 秀 憲

SCALE 日付

R07．06

作図建築士

一級建築士 大臣 登録 257783 号

寒 河 江 秀 憲

ＮＯ.

A-01

テルス株式会社日之出事業所堆肥化施設新築工事



０８　組　積　工　事

1. コンクリート

ブロック

2. 煉瓦（レンガ）

3. ＡＬＣ版

4. プレキャスト

コンクリート

０９　防　水　工　事

1. 一 般 事 項

2. アスファルト

防水

3. シート防水

4. 塗布、

塗膜防水

5. モルタル防水

6. 止　水　板

7. 目地押え

伸縮目地

8. 責 任 保 証

・厚　　さ：・100㎜　　・120㎜　　・150㎜　　・190㎜

・種　　別：・普通　　・耐火　　・焼過ぎ

　　　　　　・その他（

・使用場所：・化粧　　・塗下　　・防水押え　　・煙道

　　　　　　・その他（

　　　　　　　・床版　　　㎜　　　・屋 根 板　　　㎜

・目地コーキング材：・弾性（　・ポリサルファイド系

　　　　　　　　　　・塑性（　・アクリル系　　・ブチル系　）

　　　　　　　　　　　　　　　・ポリウレタン系　）

　　　　　　　　　　・油性

　　　　　　　　　　・その他（

・取付金物：ＳＳ41を原則とし、亜鉛メッキ処理を原則とする。

・本工事は、事前に指定製作所に於いて設計図及び仕様書に基づきあら

かじめ製作、組立工法の詳細について、施工図及び、施工計画書を提

出し、係員の承認を受けた後工事に着手する。

・コンクリートの種別：・軽量コンクリート（構造用）

　　　　　　　　　　　・普通コンクリート

・混和剤の有無　　　：・必要　　　・不必要

・コンクリートの強度：　　　　　㎏/㎝
２

・型　　　　枠　　　：・木製　　　・金属製

　　　　　　　　　　　・その他（

・シーリング材　　　：・ポリサルファイド系

　　　　　　　　　　　・その他（

・取付金物の防錆処理：・シンクロメートメッキ処理

　　　　　　　　　　　・亜鉛メッキ処理

　　　　　　　　　　　・その他（

・現 寸 試 作 品　　：・必要　　　・不必要

・本工事は、すべて責任施工とする。

・種別：・歩行用屋上防水　　・露出屋上防水　　・室内防水

　　　　・その他（

・種別：・ウレタン塗布防水　　厚　　　　㎜

・種別：・合成ゴム系シート防水　　厚　　　　㎜

　　　　・その他（

　　　　・ゴムアスファルト塗布防水　　厚　　　　㎜

・種別：セメント系　　・樹脂系　　・その他（

・地下階コンクリート打継ぎ箇所止水板：・不要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・必要：・クロロブレン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・合成樹脂

・目地材料：・エラスタイト＋アスファルトコンパウンド（巾　　　㎜）

　　　　　　・発泡樹脂板＋アスファルトコンパウンド（巾　　　㎜）

　　　　　　・その他（

・工　　法：・アスファルトコンパウンドは、防水押え仕上り面より

　　　　　　　5㎜下りに充填しエラスタイト以外の目地棒は必ず撤去

　　　　　　　する。

・工事請負者及び施工会社は、記名捺印の上、下記保証期間の保証書を

　３部係員に提出するものとし、事故を生じた場合は、無償にて補修復

　旧なすものとする。

・アスファルト防水：10年間

・モルタル防水　　： 5年間

・補強鉄筋：　縦筋 9φ ＠400㎜

　　　　　　　横筋 9φ ＠600㎜

　　　　　　　開口補強筋 13φ

　　　　・合成樹脂系シート防水　　厚　　　　㎜

　　　　・その他（ＦＲＰ防水、浸透性塗布防水）

・その他（

・種　　別：・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・塗布、塗膜防水　：10年間

・シート防水　　　：10年間

　　　　　　　　　　　　　　　・シリコン系（変性）

特記仕様書（２）

・形状・寸法：・外観　100 ㎜　　　・間仕切壁　100 ㎜

9. コーキング材

１０　石　　工　　事

1. 一 般 事 項

2. 材　　　料

１１　タ イ ル 工 事

1. 一 般 事 項

3. 普通タイル

5. 特殊タイル

2. 工　　　法

　　　　　　　　・ポリウレタン系

　　　　　　　　・油性系

　　　　　　　　・その他（

・コンクリート打継目地：・ポリサルファイド系

　　　　　　　　　　　　・ポリウレタン系

　　　　　　　　　　　　・油性系

　　　　　　　　　　　　・その他（

　用するものとし、発泡樹脂成型材とする。

・石材は、傷、腐れ又は亀裂を生ずる恐れのある筋や欠点の少ないもの

　とし、色、仕上面の材質は、サンプルにより、指定する。

・つなぎ金物の太柄、鎹、千切類は、防錆処理を施した鋼又は、真ちゅう

　製とする。

・仕上の種類は、次の記号を用いる。　Ａ＝本磨き　　Ｂ＝水磨き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ＝粗磨き　　Ｄ＝小叩き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ＝ひき肌　　Ｆ＝ビシャン叩き

・大理石：・国産　　・外国産　　・板厚　　㎜　　・仕上

・・テラゾーブロック：・種石

　　　　　　　　　　　厚　　　㎜　　　仕上

・指定製造会社の製品により、見本品を提出し、係員の承認を受ける。

・タイル割付図を作成し、指定の箇所は役物を用いるものとし、係員の

　承認を受ける。

・伸縮目地：垂直方向には、柱間毎に（柱型がない場合）あるいは柱型

　　　　　　の両側（柱型がある場合）に設ける。

　　　　　　水平方向には、各階毎に設ける。

　　　　　　　　・打ち込み工法　　　・その他（

・モザイクタイル　　　　　　㎜　×　　　　㎜　×　厚　　　　㎜

・クリンカータイル　　　　　㎜　×　　　　㎜　×　厚　　　　㎜

・テッセラタイル　　　　　　㎜　×　　　　㎜　×　厚　　　　㎜

・窯変タイル　　　　　　　　㎜　×　　　　㎜　×　厚　　　　㎜

・模様入タイル　　　　　　　㎜　×　　　　㎜　×　厚　　　　㎜

・外国産タイル　　　　　　　㎜　×　　　　㎜　×　厚　　　　㎜

・その他（　　　　）　　　　㎜　×　　　　㎜　×　厚　　　　㎜

・その他：・国産　　　　　　　・外国産　　

　　　　　　　　・シリコン系（変性）

・充填は　10　㎜　×　10　㎜を最小とする。バックアップ材を使

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｇ＝割肌　　　Ｈ＝バーナー　

・外部建具廻り：・ポリサルファイド系

・タイル張工法：・圧着工法　　　・団子張工法　　　・接着張工法

・その他（　　　　）　　　　㎜　×　　　　㎜　×　厚　　　　㎜

・花崗石：・国産　　・外国産　　・板厚    ㎜　　・仕上

（御影石）・板厚（特記による）・仕上

・磁器質タイル　　　　 100　㎜　×　 100　㎜　×　厚　　10　㎜

・半磁器質タイル　　　    　㎜　×　    　㎜　×　厚　　 　  ㎜

・せっき質タイル　　　 225　㎜　×　　72　㎜　×　厚　　22　㎜

　　　　　　　　　　　　・シリコン系（変性）

１２　木　　工　　事

1. 一 般 事 項

2. 樹脂及び等級

3. 防腐・防虫の

処理

１３　屋  根  工  事

1. 亜鉛鉄板葺

2. スレート葺

3. 折 版 構 造

4. アスファルト

シングル葺

5. その他の

屋根葺

6. 　　樋

１４　金　属　工　事

1. 一 般 事 項

2. 防 錆 処 理

3. 軽量鉄骨天井

及び壁下地材

　　　　　・杉荒板　　　　　厚　12　㎜

　　　　・その他（

・土台・床下地は、薬液による防虫処理剤を使用する。

・ラワン材使用の場合は、加熱による防虫処理材とする。但し係員の承

　認を受けて、薬液による防虫処理を使用してもよい。

・水廻り及びかまち、敷居類は、檜又は同等以上の堅木を使用するもの

　とする。

・見え隠れ部分の抱水面上に接する部分、及び地盤より１ｍ以内の部分

　に行うものとする。

・材料：・亜鉛引鉄板　　・片面カラー鉄板　　・ビニール被覆鉄板

　　　　・波板葺（・大波　　・小波）

・野地板：・ドリゾール板　　厚　　　㎜

          ・その他（

・材料：・石綿大波　　・石綿小波　　・石綿平板　　・リブ

　　　　・その他（

・材料：・亜鉛引鉄板　　・片面カラー鉄板　　・ビニール被覆鉄板

・材料・工法：

・材料・工法：

・谷樋：・カラー鉄板

・防露：・建物内部に取付く部分は図示なき限りガラス繊維保温筒

　　　　　厚25㎜の上アスファルトフェルト巻ビニールテープ押え

　　　　　とする。

・工事にあたっては、製作図を提出の上係員の承認を受けるものとする。

・外部金物：・ジンクロメートメッキ処理　　　・亜鉛メッキ処理

　　　　　　・その他（

・内部金物：・ＪＩＳ（鉛丹ジンクロメート錆止塗料）に規定する。

　　　　　　　塗料１回塗とする。

・取付用下地金物：・指定なき限り亜鉛メッキ処理とする。

・軽量鉄骨天井下地および、壁下地は指定製造所製品とし、防錆処理は

　ジンクロメートメッキ処理、または亜鉛メッキ処理を、施したものと

　する。

・工法：・平葺　（・一文字葺　　・ひし葺　　・瓦棒葺　　・横葺　）

　　　　　・木毛セメント板　厚　　　㎜

・見え隠れ材  ： ・ 樹種　米栂、米松　　・ 等級　１等

・集成材の表面： ・ 樹種　（特記による）・ 等級　無節

・形状：・長尺葺　・規格（定尺：一文字風）

　　　　・塩ビ製（折版用角樋）

・和室造作材　： ・ 樹種　杉、米松、栂　・ 等級　無節

・板厚：・　0.8 ㎜　

・工法：　断熱工法（指定製造所の仕様による。）

・一般造作材　： ・ 樹種　米松ピーラー　・ 等級　無節

・枠　　　材　： ・ 樹種　米松ピーラー　・ 等級　無節

          ・その他（耐火野地板　厚　18　㎜）

・下　葺：・アスファルトルーフィング（23㎏以上）

・軒樋：・カラー鉄板（100半丸）

　　　　・断熱（断熱化粧グラスウールボードﾞ　厚　50 ㎜）

　　　　・その他（ガルバリウム鋼板）

・被覆：・耐火（スーパーフェルトン、ガラス繊維シート）

　　　　　・アスファルトフェルト    （ 22㎏以上）

・竪樋：・白ガス管（φ75 ㎜）　　・カラー鉄板（φ60 ㎜）

・板厚：・　0.35 ㎜

　　　　・その他（ＧＬ鋼板）

4. 金属製階段

ノンスリップ

5. ルーフドレイン

6. マンホール

7. 天井改め口

8. 格　子　蓋

9. 製 作 金 物

１５　左　官　工　事

1. モルタル塗

2. 防水モルタル

壁

4. 吹付タイル

5. リシン吹付

6. 白セメント

7. 岩 綿 吹 付

8. 石  綿 吹 付

9. ひる石吹付

10. 人造石塗り

11. テラゾー

現場塗

12. 塗　床　材

3. プラスター壁

　　　　　　・鉄製　　　　㎜　　　・真鍮製　　　　㎜

　　　　　　・その他（

・型　　式：・タイヤ入　　　・タイヤ無

・材　　質：鋳鉄製コールタール焼付仕上げとする。

・取付工法：・先付け工法　　　・後付け工法

　　　　・錠（ ・有　　・無 ）

・型式：・丸型　　・角型　　・二重型化粧マンホール

　　　　・その他（

・材質：・アルミ枠製　　・ステンレス製　　・その他（

・寸法：・450㎜角　　　　・600㎜角　　　　・その他（

・材質：・鋳鉄製　　　㎜　　　・ステンレス製　　　㎜

　　　　・その他（

・材質・形状等は、設計図によるものとする。

・モルタルは亀裂防止剤、接着剤、防水剤その他の混和剤を必要に応

　じて係員と協議の上使用するものとする。

・塗厚　内壁：  ・ 20㎜　・　  　㎜

　　　　外壁：  ・ 25㎜　・　  　㎜

　　　　 床 ：  ・ 30㎜　・　  　㎜

・防水剤は指定製造会社の製品とし、モルタルの項に準じて仕上げる。

　調合容積比　　セメント：１

 　　　　　　　　　砂 　：２

・種類：・ドロマイトプラスター　　・石膏プラスター

・種類：・アクリル系　　・セメント系　　・その他（

・仕上：本施工前に見本吹きを行い、吹付回数を決定する。

・白セメントにドロマイトプラスター（上塗用）を10％混和水練りし

　たものをこして使用するものとし、2回吹付とする。

・吹付厚：　・10㎜　　　・15㎜　　　・20㎜　　　・25㎜

・　色　：　・着色　　　・原色

・種　類：　・断熱用　　・耐火被覆用　　・吸音用

　　　　　　・その他（

・吹付厚：　　　　㎜

・　色　：　・着色　　　・原色

・仕　上：　・吹付　　　・こて押え　　　・エンボス仕上

・仕　上：　・吹付　　　・こて押え　　

　　　　　　・その他（　

・　色　：　・着色　　　・原色

・種　類：　・吸音用　　・その他

・種　類：　・吸音用　　・その他

・吹付厚：　・3㎜　　 　・5㎜

・仕　上：　・吹付　　　・かき落し　　　・こて押え　　

・仕　上：　・水磨き　　・粗磨き　　・小叩き　　・かき落し　　

　　　　　　・その他（

・仕　上：　・水磨き　　・粗磨き　　・小叩き　　・かき落し　　

　　　　　　・その他（

・種　類：　・硬質着色床　　　・合成樹脂ビニール系

　　　　　　・合成樹脂エポキシ系　　　・その他（

・種類：・並型　　　・防水型　　　・耐重型　　　・防臭型

・材質：・鋳鉄製　　・アルミ枠製　　・その他

           　　　防水剤 （製造会社の指定量）

　　　　・ＡＬＣ版用プラスター　　・その他（ＧＰプラスター）

・ラスボード：・厚　9㎜　　・厚　7㎜　　・その他（ＰＢ 12㎜）

・材質・巾：・ステンレス製　　35　㎜　　　・アルミ製　　　　㎜

・仕上：（フラット）

　　　　　　・30㎜　　　・その他（仕上表 特記による）

・種類：・無機質系　　・有機質系　　・その他（アクリル系）
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・スタイロフォーム　　：厚　  25 ㎜   30 mm

特記仕様書（３）

・ポリスチレンフォーム：厚 　 30 ㎜

　　　　 ・その他（積層フローリング）　

・型式： ・個別型　　・集合型（　戸）

・無石綿ケイ酸カルシウム板：厚　 　 ㎜

・種類： ・既製品　　　・特注　　　・その他（

27. フロアー

・材質：ハッチ本体（ステンレス）　　はしご（スチール）

・型式：避難ハッチ

・石膏ボード　　：厚　 9.5 ㎜

　　　　　客土　　・不要　　・要　200　㎜

　　　　 ・防煙・防火シャッター（ ・特定防火設備　・防火設備 ）

・材質： ・ナラ　　・ブナ　　・サクラ(複合)　・その他（特記による）

・寸法： 特記による。

　　　　　　引渡し日より　　1　年間

　　　　　　　　　　　 　・石膏ボード厚 9.5㎜

・使用箇所：

・種類：

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ認定工場

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

・石膏ボード　　：厚　12.5 ㎜

・無石綿セメント：厚　　　 ㎜

・ロックウール　　　　：厚　　　 ㎜

14. 鋼  製 下 地

　　　　　　　・その他（鋼製グレーチング）

6. 木 製 建 具

・ビニール製品： 2　級以上

・仕上：（化粧打放し、土壁コート吹付）

・高さ：　Ｈ＝1,500、1,800　㎜

　　　　 ・その他（コンクリート塀）

　　　　 ・軽量手動シャッター　　　・グリルシャッター

　　　　　         ・厚　0.5㎜

・型式： ・たて製　　　・よこ製（スラット巾：　25　㎜）　　

　　　　 ・パネルパーティション　　・その他（スライディングウォール）

　　　　 ・ノーマッドマット（枠：ステンレス）

　　　　　　 ・その他（シート切抜文字 40角）

　　　　　　 ・その他（シート切抜文字 40角）

　　　　 ・その他（カーペットタイル）

・型式：・歩車道境界用既製ブロック　　・その他（

・布　製　品　：　  級以上

26. 塗　　　料

24. 錠　　　前

11. シ  ー ル 材

6. 鋼　　　材

2. 鉄　　　筋

3. セ メ ン ト

34. 流  し 台 類

33. 岩面吸音板

32. 石綿ｽﾚｰﾄ材

31. 石膏ボード

30. 塗　床　材

29. ビニル床材

28. カーペット

25. ガ　ラ　ス

23. 建  具 金 物

22. シャッター

21. ｽﾃﾝﾚｽ製建具

20. 鋼  製 建 具

19. アルミ製建具

18. グレーチング

    マンホール
17. 排  水 金 物

16. 床 ､天井点検口

15. 階段ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

13. 屋　根　材

12. タ　イ　ル

10. 防　水　材

9. 外　壁　材

8. 鉄骨製作工場

7. 高力ボルト

5. 混　和　剤

　　コンクリート
4. レディミクスト

1. 既　製　杭

4. 屋 上 丸 環

3. 黒板掲示板

　　　　 ・ステンレス　・人造大理石

・一般事項： ・仕上塗装は後記、塗装工事仕様によるものとし、化粧

　　　　　　　　　 ・硬化性ガラスパテ

　　　　 ・その他（

・工法： ・接着張り　　・両面粘着テープ張り　　・グリッパー工法

・下地： ・無　　　・有（フェルトクッション　　　　㎜）

・3 .  合 成 樹 脂

10. ガ　ラ　ス

　　　　 ・ネット型　 　・波型　   ・その他（

・機構： ・巻上げ式　　・横引式　　・水平式

　　　　　　 ・耐候製板　　・その他（

・種　　類： ・普通鋼板　　・ボンデ亜鉛鋼板　　・ボンデ鋼板

●　メーカーリスト

・芝張り：種別　　・野芝　　・高らい芝　　・その他

・補償期間：新植、移植および芝張りの補償期間

・植栽：風除け支柱の種類　　・三脚　　・四脚　　・鳥居形7. 植　　　栽

　　　　　　　・その他（

　　　　　　　・鋳鉄製

　　　　　蓋　・コンクリートブロック製

　　　　　　　・現場打コンクリート溝

　　　　　　　・既製Ｌ字側溝

・種別：　溝　・既製Ｕ字側溝6. 敷地内排水溝

5. 境　界　石

・種別： ・万代塀　　　・コンクリートブロック塀4. 　　塀

・高さ：　Ｈ＝　　　㎜

　　　　 ・その他（

・種別： ・ネットフェンス　　・エキスパンドメタルフェンス3. フェンス

         ・砂利撒舗装：切込砂利　　　㎜　　撒布砂利　　　㎜  

         ・コンクリート舗装（ ・有筋　　・無筋　　・溶接金鋼入   

2. 舗　 　　装 ・種別： ・アスファルト舗装（ ・混合式　　・浸透式 ）

・工事範囲等は設計図による他、係員の指示によるものとする。1. 一 般 事 項

２０　外　構　工　事

・材質： ・ステンレス　　　・アルミ　　　・スチール12. 旗 竿 金 物

・材質： ・ＦＲＰ　　　・ポリエステル　　　・ホーロー11. 浴　　　槽

10. 流　し　台

・型式： ・シングル　　　・ダブル　　　・その他（　　

・材質： ・ステンレス　　　・アルミ　　　・プラスチック9. ブラインド

・材質： ・ステンレス　　　・アルミ　　　・プラスチック　　　8. カーテンレール

・種類： ・アコーデオンドアー　　　・ルーバードア7. 可動間仕切

　　　　 ・硬質アルミ（枠：アルミ）

・材質： ・ステンレス（枠：ステンレス）6. 沓拭マット

5. 避 難 器 具

・材質： ・亜鉛メッキ　　　・ステンレス　　　・その他（

　　　　 ・映写スクリーン内蔵型

・形状： ・平面　　　　・曲面　　　　　・上げ下げ式

・ 枠  : ・アルミ　　　・スチール　　　・木製

　　　　 ・その他（

・材質 : ・スチール　　　・アルミ　　　・ホーロー鋼板

・材質： ・ステンレス　　・鋼板　　・その他2. 郵 便 受 口

　　　　　　 ・その他（

・文字材質： ・地と同質　　・シルクスクリーンエナメル

・文字型式： ・書き文字　　・彫文字　　・張文字　　・抜き文字

・材　　質： ・プラスチック　　・ステンレス　　・アルミ

階数表示

1. 室名札

１９　雑　　工　　事

12. そ　の　他

・工法： ・スタッド式　　・パネル一体式　　・パネル分割式

　　　　　　　　　　　 ・その他（

　　　　　　　　　　　　 樹脂焼付塗装

・表面材および仕上げ： ・鋼板  厚さ0.8㎜以上＋樹脂塗装あるいは11. 既製間仕切

10. 断　熱　材

・その他（

ボード張り

9. 石膏その他の

・紙　製　品　：　　級以上8. 壁　装　材

・炭酸マグネシウム板　　　：・厚　　㎜

・穴あきフレキシブルボード：・厚 6.0㎜・厚 5.0㎜

・穴あき石膏ボード        ：・厚　　㎜

　　　　　　　　　　　 　・その他（

　　　　　　　　　　　 　・軽鉄下地

・岩綿吸音板： ・下地　　・木製軸組7. 吸　音　板

　　　　 ・その他（

　　　　 　　　　　　　　　　・プリント合板

　　　　 　　　　　　　　　　・ポリエステル化粧板

　　　　 ・特殊加工合板　　　・メラミン化粧合板

・種類： ・天然木化粧合板6. 特 殊 合 板

・特殊畳床： ・無　　　・有

・種類： ・本畳　　・ビニール畳　　・スタイロ畳5.    畳

　　　　 ・パンチカーペット

　　　　 ・コードカーペット

・種類： ・ウイルトンカーペット4. カーペット

・種類： ・モザイク　　・パーケット　　・フローリング3. フローリング材

　　　　 ・その他（

　　　　 ・ゴムシート

　　　　 ・ゴムタイル

                                  　 　・ホモジニアス

                                  　 　・軟　質

　　　　 ・塩化ビニール系樹脂シート　　・半硬質

                                  　 　・ホモジニアス

                                  　 　・軟　質

・種類： ・塩化ビニール系樹脂タイル　　・半硬質2. 合成樹脂系床材

・目透し貼りの受材面は、特記なき限り、巾広の綿テープ張りを施す。

　タイプⅠ耐水合板とする。

　その他はラワン、等級は４級とする。又水場廻りに使用する合板は、

・本工事に使用する合板は図示なき限り、塗装下地の場合はシナ合板、

　を受けることとする。

　に準拠し前もって見本品を提出したり、見本張りを行い、係員の承認

・本工事に使用する材料は、ＪＩＳ規格品とする。但し特殊材料はこれ1. 一 般 事 項

１８　内　装　工　事

5. 特 殊 塗 料

　　　　　・マスチックＣ（内・外部用）

　　　　　・マスチックＢ（内部用）

・種類：　・マスチックＡ（外部用）4. マスチック塗

　用いる。

・浴室・脱衣室・便所・洗面所・湯沸室の天井は一種（外部用）を

ペイント壁

エマルジョン

・屋内の壁及び天井の仕上げは素材同等の認定のあるものとする。2. 防 火 材 料

・塗装業者は、日本塗装工業会会員とする。

・素地調整及び塗装工程は、共通仕様書による。1. 一 般 事 項

１７　塗　装　工　事

　　　　　　　　　 ・その他（

　　　　　　　　　 ・ネオプレーンジッパーガスケット

　　　　　　　　　 ・ポリサルファイド系シール材

・ガラス取付材料： ・ビニール製ビード

・種類：設計図によるものとし、指定製造会社の製品とする。

　　　　　　 ・その他（

・網の種類： ・サラン　　・ステンレス　　・グラスファイバー9. 網　　　戸

　　　　 ・その他（

・種類： ・ポリサルファイド系　　・シリコン系　　・油性

・建具の四周は入念にコーキングすること。

シーリング材

8. 建具周囲の

・各キーは市販キーボックスに納入し、案内図を添付して係員に提出する。

・グランドマスターキー：　・必要　　　　　・不要

・マスターキー：　・必要　　　組各３枚　　・不要

　承認したものとする。

・指定製造所の製品とし、形式は設計図により、見本提出の上、係員が7. 建 具 金 物

　　　　　　　　　　　　　　 ・ 3.0㎜以上　　

・フラッシュ戸表面材の厚さ： ・5.5㎜以上　　　・4.0㎜以上

 　　　　　　　合板の仕様は設計図による。

　　　　　　 ・光電スイッチ　　　　・その他（

・制御方式： ・マットスイッチ式　　・タッチスイッチ式

　　　　　　 ・その他（

・動力方式： ・油圧式　　・空気圧式　　・電気圧式5. 自動扉装置

　　　　　・厚さ： ・厚　1.6㎜　　・厚　1.2㎜　　・厚　0.8㎜

・スラットの種類： ・ステンレス製　　・アルミ製　　・鋼板製

・レール・マグサ： ・ステンレス製　　・鋼板製

 　　　　・その他（

・型式： ・差込型　　・パイプ製　　・リベット綴り型

・種類： ・重量電動シャッター　　　・軽量電動シャッター4. シャッター

・曲げ加工： ・普通曲げ　　　・角出し曲げ　　　・その他（

　　　　　　 ・その他（

　　　　　　 ・エッチング仕上　　　・ミラー仕上

・仕　　上： ・ヘアーライン仕上　　・バフ仕上

・外部廻り、機械室、その他騒音を生じる箇所の鋼製ドアー

　枠はスポンジネオプレーン気密材を用いて気密にする。

・防音処理： ・防音扉の性能は30db以上とする。

・防錆処理： ・ジンクロメート錆止塗料一回塗　　・その他（

・種　　類： ・レディーメード製品　　　・オーダーメード製品

建具

3. ステンレス製

 　　　　　　　沓摺はステンレス製厚さ2㎜

・鋼板厚さ： ・窓・出入口・三方枠・方立・無目等は厚さ2.3㎜

2. 鋼  製 建 具

　　　　 ・その他（

・仕上： ・アルマイト仕上　　・自然発色皮膜　　・電解着色皮膜

　　　　 ・その他（

・型式： ・レギュラー　　・セミエアータイト　　・エアータイト

         ・オーダーメード製品　　・その他（

・種類： ・レディーメード製品　　・イージーオーダー製品1. アルミ建具

１６　建 具 工 事

平成22年版

特記仕様書（１）

工事名称

図面名称

その他の設計士

一級建築士 大臣 登録 257783 号

一級建築士事務所登録　山形県知事（1212）第2117号

寒 河 江 設 計

寒 河 江 秀 憲

SCALE 日付

R07．06

作図建築士

一級建築士 大臣 登録 257783 号

寒 河 江 秀 憲

ＮＯ.

A-03

・グラスウール　　　　：厚　 100 ㎜　75 mm

テルス株式会社日之出事業所堆肥化施設新築工事
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延焼の恐れのある部分

称名事工

称名面図

一級建築士事務所登録　山形県知事（1212）第2117号
寒 河 江 秀 憲一級建築士 大臣 登録 257783 号

SCALE 日付 ＮＯ.

作図建築士

寒 河 江 秀 憲
一級建築士 大臣 登録 257783 号

寒 河 江 設 計

その他の設計士

R08．03
テルス株式会社日之出事業所堆肥化施設新築工事

申請建物

1,958

古屋敷地内

最上川

つり橋黒竜橋 大船木橋

あゆ茶屋
国道287号

下山 佐野原 大瀬

テルス㈱日之出事業所看板

附　近　案　内　図

至る白鷹町内

申請地：西置賜郡白鷹町大字栃窪字小助澤1011-1

至る朝日町
宮宿

Ｎ

配　置　図　　　S=1/250

配置図・案内図
1/250

2階分部

1階床面積

鉄骨造一部2階建

2階床面積

合 計

   13.50㎡

1,051.39㎡

建築面積 1,037.89㎡
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確認済証　平成14年7月3日　第H14確認建築山形置西00134号

検査済証　平成14年10月1日　第H14確済建築山形県001429号



称名事工

称名面図

一級建築士事務所登録　山形県知事（1212）第2117号
寒 河 江 秀 憲一級建築士 大臣 登録 257783 号

SCALE 日付 ＮＯ.

作図建築士

寒 河 江 秀 憲
一級建築士 大臣 登録 257783 号

寒 河 江 設 計

その他の設計士

1/200 R08．03
テルス株式会社日之出事業所堆肥化施設新築工事

　敷地求積図
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称名事工

称名面図

一級建築士事務所登録　山形県知事（1212）第2117号
寒 河 江 秀 憲一級建築士 大臣 登録 257783 号

SCALE 日付 ＮＯ.

作図建築士

寒 河 江 秀 憲
一級建築士 大臣 登録 257783 号

寒 河 江 設 計

その他の設計士

R08．03
テルス株式会社日之出事業所堆肥化施設新築工事

1/250
建物求積図

47,400

2
1
,
0
0
0

申請建物求積図　　　S=1/250

建築面積・床面積

47.40*21.00=995.40㎡

A-06

敷地面積

面積表 (単位は㎡とする)

建築面積

床面積

容積率

建ぺい率

用途地域

合 計

都市計画区域外　  　防火指定　無し

995.40

995.40

1,037.89

1,037.89 13.50 1,051.39

2,033.29

2,046.79

申請建物 既存建物1階 既存建物2階 既存建物合計

3,821.59

(2,033.29/3,821.59)*100=53.20％

(2,046.79/3,821.59)*100=53.55％



＜ 外 部 仕 上 表 ＞

屋

根

一般部
開
口
部

Ｒ階

破風

軒 天

庇

軒樋

竪樋
そ

の

他

開口部回り断熱材折板裏面表し

屋　　根

ピロティ床

外
壁

布 基 礎

外 壁

コンクリート打放し補修　弾性アクリル系吹付タイル(伸縮目地　＠3000)

室　　名
腰 壁 壁 天 井 備 考床 巾　　木

H 廻 縁 天井高H

＜　認定番号　＞

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

ＮＭ－８６１９

ＮＭ－１８６４ 防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=12.5 ＮＭ－９６３９

ビニールクロス ＱＭ－０８２２石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) t=12.5 不燃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) t=9.5 ＮＭ－０４４１

ＮＭ－８５７８

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R) t=9.5 ＱＭ－９８２８

１
階

＜ 内 部 仕 上 表 １ ＞

称名事工

称名面図

一級建築士事務所登録　山形県知事（1212）第2117号
寒 河 江 秀 憲一級建築士 大臣 登録 257783 号

SCALE 日付 ＮＯ.

作図建築士

寒 河 江 秀 憲
一級建築士 大臣 登録 257783 号

寒 河 江 設 計

その他の設計士

1/50

不燃ビニールクロス ＮＭ－１０３７

シックハウス対策 天井裏ｽﾍﾟｰｽは全て第3種以上の材料を使用する。使用建築材料は原則としてＦ☆☆☆☆を使用する

タラップ

外壁周り断熱材

内部断熱材

天井断熱材

①・②

ｹｲ酸ｶﾙｼｭｰﾑ板　t=6.0 t=5.0

A-07

テルス株式会社日之出事業所堆肥化施設新築工事
R08．08

ケラバ包み　ｶﾗｰ鉄板包　t=0.6

ポリカーボネート板　t=0.7

出入り口 木製吊り戸

巻上カーテン

カラー鉄板折板葺き　Ⅱ型　t=0.8　裏張りNSフネン5mm

副資材
①・②

材料受入場

完成品置場

混合装置

混合品

一次発酵槽

①・②・③

二次発酵槽

①・②・③

機械室

①・②

搬入口・通路

ﾌｶｼｺﾝｸﾘｰﾄt=110金鏝仕上げ

ﾌｶｼｺﾝｸﾘｰﾄt=110金鏝仕上げ

ﾌｶｼｺﾝｸﾘｰﾄt=110金鏝仕上げ

ﾌｶｼｺﾝｸﾘｰﾄt=110金鏝仕上げ

ﾌｶｼｺﾝｸﾘｰﾄt=110金鏝仕上げ

ﾌｶｼｺﾝｸﾘｰﾄt=110金鏝仕上げ

ﾌｶｼｺﾝｸﾘｰﾄt=110金鏝仕上げ

ﾌｶｼｺﾝｸﾘｰﾄt=110金鏝仕上げ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　金鏝仕上げ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ表し

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ表し
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テルス株式会社日之出事業所堆肥化施設新築工事

Ｎ

居室の床面積

(47.40*21.00)-(3.00*7.00*2)=953.40㎡

排煙計算

必要開口面積　　953.40*1/50=19.07㎡

有効開口面積　　北面　(38.20-0.12*27)*0.898.5=31.41㎡

            　　南面　(47.20-0.12*33)*0.898.5=36.47㎡

            　　                              67.88㎡＞19.07㎡　∴OK

換気計算

必要開口面積　　953.40*1/20=47.67㎡

有効開口面積　　北面　(38.20-0.12*27)*1.955=68.34㎡

            　　南面　(47.20-0.12*33)*1.955=84.53㎡

            　　                           152.87㎡＞47.67㎡　∴OK

機械室

柱の本数

柱1本巾
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符　号　・　数　量

使用箇所・防火仕様
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一次発酵槽(EJ)② 一次発酵槽(EJ)③材料受入場 機械室①
副資材 混合装置

コンベア
混合品

完成品
一次発酵槽(EJ)①

機械室①完成品置場 二次発酵槽(EJ)① 二次発酵槽(EJ)② 二次発酵槽(EJ)③ 二次発酵槽(EJ)④

称名事工

称名面図

一級建築士事務所登録　山形県知事（1212）第2117号
寒 河 江 秀 憲一級建築士 大臣 登録 257783 号

SCALE 日付 ＮＯ.

作図建築士

寒 河 江 秀 憲
一級建築士 大臣 登録 257783 号

寒 河 江 設 計

その他の設計士

株式会社テルス日之出事業所堆肥化施設新築工事
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（４）ボーリング標準貫入値、土　　　　質構成（基礎・杭の位置を明記すること）

を変更する場合もある

より、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状（３）地盤調査及び試験杭の結果に

ング調査
ボーリ

４．地業工事

構造設計標準仕様（１）

（２）地盤調査計画

（１）地盤調査資料

３．地　盤

（４）鉄　骨

（３）鉄　筋

（２）コンクリートブロック（ＣＢ）

１３．５，１６，１８

１８，　２１，　２４

１８，　２１，　２４

１８，　２１，　２４

１８，　２１，　１６

２．使用構造材料

（１）コンクリート

（１０）その他

（９）特別な荷重

（８）付帯工事

（７）増築計画

塔屋　　　階地上　　　階地下　　　階

（６）屋上付属物

（５）主要用途

（４）階　　数

（３）構造種別

（２）工事種別

建築場所

１．建築物の構造内容

（１）工事名称

（

年 月 日

第　　　　号

ター認定

日本建築セン

年 月 日

第　　　　号

レーション
リバースサ－キュ

大臣認定

ミルク工法）

埋込み（セメントＣ種）Ｂ種Ａ種ＰＨＣ（

ＰＣ（

無有深さＧＬ　－　　ｍ，支持層－

独立基礎　　試験堀

Ｈ＝　　　　厚

キーストンプレート　形式

デッキプレート　　　形式

　φ＝　　Ｌ＝　　ｍｍ

　φ＝　　Ｌ＝　　ｍｍ

ＳＳ４００　φ＝　　Ｌ＝　　ｍｍナット（シングル、ダブル）

φ＝　　φ＝　　　高力ボルトすべり係数試験　　　要　　　　否

Ｍ２２、）

（調査予定

有（

鋼　材

備　考

エレベータ　　　　人乗（ロープ式　油圧式）

備考

距離がある

と設計地番とは約　ｍ

近隣データの調査地番

さについてのコメント

支持地盤、地層及び深

備考

ＧＬ　－　　　　　ｍ

孔内水位

位置図

調査地帯

標準貫入試検

６０５０２０１０ ４０３０
土質 値

Ｎ
度
深

ＳＳ４００

ＳＳＣ４００

ＳＭ４９０Ａ，Ｂ

ＳＴＫＲ４００

使用箇所

（

特殊デッキプレート

アンカーボルト

無有

無有

無有

種　　類

新築

試験杭

ラップルコンクリート

０ ０

●

普通

普通

普通

普通

普通

普通

１５

柱、梁、床、壁

基礎、基礎梁

土間コンクリート

径

以上

Ｄ１０，１３ＳＤ２９５Ａ

Ｍ２０、

Ｍ１６、Ｍ１２、特殊、Ｆ１０Ｔ　認定品（

２Ｆｃ＝Ｎ／ｍｍ

特記事項本数杭の先端の深さ（ｍ）設計支持力（ｔ）杭径（ｍｍ）

杭　　　種

本載荷）打 ち 込 み無）有・（

施工計画書承認 杭施工結果報告書

高力ボルト

杭仕様

拡底杭

拡底杭

深礎

アースドリル

ＢＨ
手堀

機械堀

ミニアース

オールケーシング

打ち込み

ＨＯＯＰ　ＳＤ

主　筋　　ＳＤ鉄　筋

コンクリートＦｃ＝

セメント量

場所打ち

摩擦杭

Ｃ種）

ＳＴＫ４００

ＳＳ４００鋼材

Ｂ種Ａ種ＲＣ

コンクリート杭

鋼材

ＰＣ

Ｈ鋼ＰＨＣ

備　考材　　　料 施工方法

支持層－杭基礎

長期許容支持力度 載荷試験

無有ベタ基礎 布基礎直接基礎（１）

（２）

ＡＬＣ版

平板載荷試験物理探査

標準貫入試験静的貫入試験 水平地盤反力係数の測定ボーリング調査

土質試験

無

近隣）敷地内

無）有

水平地盤反力係数の測定平板載荷試験

木造（Ｗ） 鉄骨造（Ｓ）

壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

改築増改築増築

ホイスト

受水槽

リフト

門塀 擁壁

無）（有

煙　突 キュービクル

高架水槽広告塔

使用箇所

屋根、床、壁

厚

厚

折　　版　　　形式

厚

中ボルト

普通、Ｆ１０Ｔ

）

特殊継手

ガス圧接継手

重ね継手

ＳＤ３４５

ＳＤ２３５

ＳＤ２９５Ｂ

無有

現場溶接

ＳＴＫＲ９００

ＳＳ４００Ａ，Ｂ

スタッドボルト

（６）

ボルト（５）

厚 １９０，１５０，１２０，１００，Ｃ種Ｂ種Ａ種

溶接金鋼

丸　　鋼

異形鉄筋

使用箇所 継手工法種　　類

適用箇所

捨コンクリート

押えコンクリート

スランプ設計基準強度種　類 ｃｍ

適用は 印を記入する。

KN

KN

１８

１８

１３．５，      １８

Ｄ１９

Ｎ／㎡

倉庫積載床用　　　Ｎ／㎡

ＫＮ ＫＮ

ＫＮ

スウェーデン式サウンディング試験

１

児童福祉施設

85kn／㎡

称名事工

称名面図

一級建築士事務所登録　山形県知事（1212）第2117号
寒 河 江 秀 憲一級建築士 大臣 登録 257783 号

SCALE 日付 ＮＯ.

作図建築士

寒 河 江 秀 憲
一級建築士 大臣 登録 257783 号

寒 河 江 設 計

その他の設計士

1/50 R07．06
テルス株式会社日之出事業所堆肥化施設新築工事

　構造設計標準仕様書（１）
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称名事工

称名面図

一級建築士事務所登録　山形県知事（1212）第2117号
寒 河 江 秀 憲一級建築士 大臣 登録 257783 号

SCALE 日付 ＮＯ.

作図建築士

寒 河 江 秀 憲
一級建築士 大臣 登録 257783 号

寒 河 江 設 計

その他の設計士

1/50 R07．06
テルス株式会社日之出事業所堆肥化施設新築工事

注）１片持ばり、ひさし、スパン８．０ｍ　　　以上のはり下は、工事監理者の指示による。

印以外の項目の検査結果については、　　　工事監理者に報告すること）

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精　　　　度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

注）６上表以外のセメントを使用する場　　　　合は工事監理者の指示による。

一時に全部の支柱を取り払　　　　って、盛りかえをしてはならない。

注）５支柱の盛りかえは、小ばりが終っ　　　　てから、スラブを行う。

注）４盛りかえ後の支柱頂部には、厚い　　　　受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）２大ばりの支柱の盛りかえは行わない。　　また、その他のはりの場合も原則として

早
強
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト

スラブ　　　下、はり下

養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと，打ち込み日ごととする。

構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中

７．設備関係

８．その他

（７）耐火被覆の材料

（５）接合部の検査

（４）接合部の溶接は下記によること

（３）工事監理者が行う検査項目

（２）工事監理者の承認を必要とするもの

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

６．鉄骨工事

  を標準とする。材料　　　合板厚　１２ ｍ／ｍ

（３）型　枠

（２）鉄　筋

（１）コンクリート

５．鉄筋コンクリート工事

種類

ント
ランドセメ

普通ポルト

Ａ種
ント

シリカセメ

高炉セメント

ント
ランドセメ

Ａ種

普通ポルト

Ａ種

ント

シリカセメ

高炉セメント

ント
ランドセメ

Ａ種

普通ポルト

ント

ランドセメ

早強ポルト

Ａ種

ント

シリカセメ

高炉セメント

ント
ランドセメ

Ａ種

普通ポルト

Ａ種

ント

シリカセメ

高炉セメント

ント
ランドセメ

２０℃以上コ

はり下

個

％

個

％

個

％

個

％

工事監理者

材料規格証明書または試験成績書

高力ボルト

ント

ランドセメ

※　（共通仕様書６．３．１）による。

Ｗ型（溶接型）

Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、

有 無、有 無、

構造設計標準仕様（２）

６

４

　　℃以上

１０℃～２０℃
３

超音波探傷試験

外観（目視）検査

　　以下とし管の間隔を１／３床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの

●

さは「鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構

造配筋標準図（１）（２）」による。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

備　　考

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出する事。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

検査率又は検査数

ランク）グレード都登録（大臣認定建設省告示第１１０３号による認定工場

施工計画書工作図製作要領書製作工場

５ｃｍ以上とする。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は

防錆塗装（６）

工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外

ＪＩＳ　Ｋ５６２１、２回塗りを標準とする。の部分とする。錆止めペイントは、

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

とする。

序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締め

高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮な

合は、赤さびは発生しないままでよい。

ョットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上である場

除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態であること。ただし、シ

どを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて

東京都アーク溶接工事管理基準（建築構造設計指針第１２章）

現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。注）

圧縮強度

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

現寸検査

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関は、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を

突合せ溶接部

第三者検査機関名

検査箇所 検査方法

マクロ試験・その他

社　内 第三者

個

％

個

％

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網（建築構造設計指針第１２章）

日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

製品検査組立・開先検査

現寸検査

（

スタッドボルト特殊ボルト鋼材

社内検査表

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

Ａ種

早強ポルト 普通ポルト

基礎、はり側、柱、壁

１００％設計基準強度の２
Ｎ／ｍｍ５

コンクリートの

温

の

｜
リ

ク
ン

ト

（日

令

材

）

の
気

平
均

間
期

存

置

類

種
の

セ

ト

メ
ン

位
部

スラブ下

せ　き　板 支　　　柱コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。

外観検査 有 無、

Ｈ型（タガ型） Ｓ型（スパ

超音波探傷試験

セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

術研究センターの技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測

定器の表示部を一回の測定器ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試

験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

また、打込み量が１５０ｍをこえる場合は１５０ｍごとまたは、その端数ごとに一回を

標準とする。一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運転車からそ

の必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り

６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近ずけて垂直に打ちコン

クリートの自由落下高さは、１ｍ以下とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリ

ート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み

継続中における打継ぎ時間間隔の限度は外気温が２５℃未満の場合は１５０分、

２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長

日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（２００箇

所を超えるときは、２００箇所ごと）に１回行い、１回の試験は３本以上とする。

引張検査

柱の帯筋（Ｈ００Ｐ）の加工方法は、

イラル型）とする。

コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する

東京都取扱要網」第４条の試験機関で行うこと。

試験機関名

代行業者名

代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。

型枠存置期間

行わない。

３

適用は 印を記入する。

注）３支柱の盛りかえは、必ず直上階の　　　　コンクリート打ち後とする。

　構造設計標準仕様書（２）

S-02



称名事工

称名面図

一級建築士事務所登録　山形県知事（1212）第2117号
寒 河 江 秀 憲一級建築士 大臣 登録 257783 号

SCALE 日付 ＮＯ.

作図建築士

寒 河 江 秀 憲
一級建築士 大臣 登録 257783 号

寒 河 江 設 計

その他の設計士

1/50 R07．06
テルス株式会社日之出事業所堆肥化施設新築工事

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議

本仕様書は建築物および工作物の構造上主要な部分に木材を用いる工事に適用する。

設計図書とは本仕様書、設計図、指示書（現場説明書および質疑回答書を含む）をいう。

設計図書に記載なきものは「住宅金融公庫監修・木造住宅工事共通仕様書」及び「国土交通大臣

官房官庁営繕部監修・木造建築工事共通仕様書」に準ずる。

上記の仕様書に記載なき場合は、公共規格かこれに準ずる規格を適用する。

設計図書の優先順位は下記による。

１．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

２．設計図

３．本仕様書

４．標準仕様書

する。

（１）適用範囲

（２）設計図書

（３）標準仕様書

（４）設計図書の優先順位

（５）疑義

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

（７）施工図及びプレカット図の提出

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック

アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

（８）製作工場の選定、承諾

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を

有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける。

（９）各種試験・検査報告書の提出

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

レ　は適用項目を示すものとする。

2.1　木質材料

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

本項の内容は特記無き限り、針葉樹の構造用製材及び広葉樹の製材及び枠組壁工法構造用製材等

の日本農林規格に準ずること。

記入無き梁桁、母屋、タル木等の曲げ材のうち、見えがかり材は目視等級材の甲種２級、

見えない部分の木材は甲種３級とする。その他は乙種２級とする。

主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

乾燥の際背割りを行う。但し見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。

含水率は平均含水率とし下地材等に用いる場合でも含水率Ｄ25以下であることを確認する。

強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口

材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。

や接合部に欠点が当たらないように加工する。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

本項の内容は特記無きかぎり構造用集成材及び構造用単板積層材の日本農林規格に準ずること。

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

放　散　量性　能

接　着材　面

品　質水平せん断性能区分

曲げヤング係数区分
樹　種

品　名

等　級
部　位

２．材料の品質

１．一般事項

　木質工事特記仕様書（１）

部　位 品　名 樹　種 区分、等級 含水率 その他

（３）構造用合板、構造用パネル

本項の内容は特記無きかぎり構造用合板及び構造用パネルの日本農林規格に準ずること。

厚（巾×長） 放　散　量

ホルムアルデヒド寸法(mm)接　着

耐久性
部　位 品　名

品質

板面

合板１級

曲げ性能基準

等級

強度

・構造用合板はできるだけ大きい寸法のものを用いる。

（４）ドリフトピン、コーチスクリューボルト、ジベル、シアプレート、木栓

　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、

監理者に報告する。また監理者の立会いを要する検査については、指定された試験要領に基づい

て、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則全数と

する。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行うこと。

３．材料品質の検査方法

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とし、内容は特記による。

（６）接着剤（接着接合）

種　類 材　質 表面処理、その他適用径・長さ

・堅木

・

・SS400

(JIS G 3507)

・SWRCH10R

・SS400 φ9～φ19

φ9～φ19

φ64、φ102

M12～M24

・電気メッキ

・電気メッキ

・電気メッキドリフトピン

コーチスクリューボルト

（ラグスクリュー）

スプリットリング

シアプレート

木栓

表面処理 適用、形状、その他材　質

・SS400

・

・

・

・溶融亜鉛メッキ ・設計図中の特記による

・JIS G ・電気亜鉛メッキ

・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等で気乾比重0.6以上の広葉樹とし、節や目切れ等の欠点の無い

（５）接合金物、鋼材

ものとする。

8070603530

706050353025

664.5

140120907060

125105806050

139 96

2420161210

3.2

40

3.2

4.5

3.2

45

40

4.5

8

(JIS G 3141)

(JIS G 3131)

適　用

・座金は用途ごと（引張、せん断）に下表により使い分ける。

適　用　径 形状・表面処理　その他

M8～M24・SPCC

・SPHC

材　質

座金

（３）座金

・角座金・丸座金

・電気メッキ

・材質は鋼、ステンレス鋼、非金属。径と長さの組み合わせは　　　　　　参照。

種　類 表面処理、部品等級など適　用　径

M3～M36

M3～M20

・SUS304ステンレスボルト

全ネジ六角ボルト

有効径六角ボルト

・SS400

・SS400

M3～M36・SS400呼び径六角ボルト

材　質

M12～M24アンカーボルト ・SS400

・電気メッキ

・溶融亜鉛メッキ

「JIS B 1180」

種　類 材　質

（２）ボルト、ナット

使用箇所　頭部／胴部の形状適　用　径

（１）くぎ、木ネジ、特殊ネジ

2.2　ファスナー

ここに示すファスナーや接合金物などは、木質構造の接合部に適用する。ファスナーや接合金物等

に錆を生じるおそれのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。

標準メッキ処理は、溶融亜鉛メッキ：　　　　、電気メッキ：　　　　　　　　とする。

300

（数値は％を示す）

の確認

(JAS)表示

日本農林規格

立会い目視検査

JIS Z 2101

　を用いて測定することを原則とする。

確認の方法確認項目

確認の方法確認項目

（３）ファスナー

ファスナーの種類

材　料

パネル

構造用

合板

構造用

ＬＶＬ

構造用

集成材

構造用

書等の写し

製造工場の認定

ヤング係数測定

（１）針葉樹の構造用製材、広葉樹の製材、枠組壁工法構造用製材

□（　　）

□（　　）

□（　　）

□（　　）

工場処理剤 現場処理剤高耐久材

その他

使用部位

水周り

外周柱下部1ｍ

土台

確認の方法確認項目

確認する
確認者

接合金物

仕　様

〇

100

〇監理者

社内

〇 〇

100 100 100スギ

G1

(例)梁

含水率測定

部　材
材種 外観 寸法

検査検査等級

10本

表示

量法

全乾重 含水率

計

表示

〇

10本

試験

静的

100

試　験

動　的

〇

・監理者欄の〇は立会い検査が必要であることを示す。　

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や動的曲げ試験は公的試験

　場にて行う。含水率計は住木センタ－認定品を、曲げヤング係数は全国木材組合連合会の認定品

・全乾重量法や静的曲げ試験は１荷口につき確認する試験本数を示す。試験体は実際に使用する同

　一部材の中から抽出し、木材の試験方法（　　　　　）に準ずる。

・動的曲げ試験の判定基準は日本農林規格の針葉樹の構造用製材、合板、パネル、の強度区分材に

　準ずる。

含水率測定は、乾燥作業直後に行う。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

部材、断面、長さ、数量

部材、断面、長さ、数量

寸法、数量

寸法、数量

・材質、胴・頭径部、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、長さ、仕上げ

・材質、径、形状、仕上げ

・材質、径、形状、仕上げ

・樹種、曲げ強度、比重

くぎ

木ネジ類

ボルト・ナット

座金

ドリフトピン

コーチスクリューボルト

スプリットリング

シアープレート

木栓など

ミルシートの写し

表示の確認

木栓曲げ試験

・設計図書に明記されたファスナーであることを確認すること。同等性能のファスナーを用いる

場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得ること。また必要に応じて立会いによる性能

　確認を実施する。

（４）接合金物

・設計図書等に明記された接合金物であることを確認する。同等認定品や性能認定品を用いる

場合には、その内容を監理者に申し出、承諾を得る。

４．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

（１）木材の防腐・防蟻処理

Ｚマーク金物

Ｃマーク金物

引き寄せ金物

その他の金物

鋼材

・材質、形状、仕上げ

・材質、形状、仕上げ

・材質、形状、仕上げ

・材質、形状、仕上げ、製造所

・材質、形状、仕上げ、溶接

ミルシートの写し

表示の確認

・高耐久材の使用（注：製材の心材あるいは心持ち材又は集成材）

・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所等は、現場処理に準じる）

　　　ＪＡＳ保存処理材　：　　Ｋ５ 　　Ｋ４　　Ｋ３　　Ｋ２

　　　ＡＱ認証保存処理材：　　　　　　１種　　２種　　３種

・現場処理（注：給排水用塩化ビニル管に接する部分は、管を保護する）

　　　・　塗布　　・　吹付　　・　浸漬　（処理量　　　　　、─処理回数2回）

　　　日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする

ml/m
2

□(   )

□（　　　）

□　塗布

□（　　　）

□（　　　）

□（　　　）

□防蟻薬剤による処理：薬剤（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（２）土壌処理

　特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等

　以上の効力を有するものとする。

□土壌処理省略 □北海道　□東北　□北陸

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍを標

　　準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

□造膜型、　□含浸型、　・部位（　　　　　　　）

（３）耐候処理（塗装）

□

□　K3

□　K3

□　K3

□　K4

□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　　　　　　　　　）

樹種、曲げヤング係数、水平せん断、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

樹種、品名、強度、材面の品質、接着性能、ホルムアルデヒド放散量

強度、曲げ性能、板面の品質、接着耐久性、ホルムアルデヒド放散量

強度、ホルムアルデヒド放散量

□

　ない。

　ずる。

（dはボルト径）

５．木材の加工

（１）刻み時の注意

（２）加工寸法の精度（下記の値を標準とする）

（３）表面仕上げ

（４）面取り

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の断面寸法　 

　　□　図面表示が挽き立て寸法の場合：　±1.5ｍｍ以下　　　

　　□　図面表示が仕上がり寸法の場合：　＋1.5ｍｍ、－0ｍｍ以下

・構造用製材、枠組み壁工法用構造製材の材長

　　□　軸組工法の継手仕口の場合：　±1.5ｍｍ以下

　　□　ボルト接合工法の場合　　　：　±5ｍｍ以下

・集成材、構造用単板積層材

　　短辺：　□　±1.5ｍｍ　　　

　　長辺：　□　±1.5％かつ±5ｍｍ以下

　　材長：　□　±5ｍｍ以下　　　□　（　　　　　　　　）

・ボルト穴径：ｄ+1.5ｍｍ（ｄ≦M12）、ｄ+2.0ｍｍ（ｄ≧M16）

・ドリフトピンの穴径：ｄ±0ｍｍ

 □製材　　　化粧材：　　　　　　　　野物材：　　　　　　　　板材：

　□柱：（　　　）　mm

　□梁：（　　　）　mm

６．接合

（１）仕口、継手の原則

（２）釘接合

（３）木ネジ接合

（４）ボルト接合

（５）コーチスクリュー接合

（６）ドリフトピン接合

　ものについては再度締め直しを行う。

・一度締め付けた併用ボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだ

・ドリフトピンは孔に密着させる。

・ボルトやコーチスクリュー等と併用し、ドリフトピンの変形にともなう部材の開きを防止する。

・ねじ込みを容易にするためや、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

・コーチスクリューは先孔にレンチなどで回しながら挿入し、ハンマーなどで打ち込んではなら

　　　　　　　　　　（長さはネジ部の長さと同寸とする。）

　　　　　　　　　　その他の樹種・・・・・・・ネジ径の　～　％

・ネジ部の先孔の径：比重　 以上の樹種・・・ネジ径の　～　％

・胴部の先孔の径は胴部と同径とし、長さも胴部と同寸とする。

・コーチスクリューの配置間隔、縁距離および端距離、使用する座金は同じ胴部径のボルトに準

・構造耐力上主要な部分において、コーチスクリューを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

　については再度締め直しを行う。

・一度締め付けたボルトについても、木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだもの

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。

　を完了する。

・ボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とし、めり込み音が発生した時点で締め付け

・ボルト接合部付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ボルト本数を適切に増加する。

　ことを確認する。

・締め付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適しているものである

・ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

・ねじ込みには適切な道具を使い、ハンマーなどで打ち込んではならない。

　　　　　　　　　　（先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。）

　　　　　　　　　　広葉樹・・・主材　　　、側材　　

・木ネジの先孔の径：針葉樹・・・主材　　　、側材　　

・小口面にねじ込まれた木ネジは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

・構造耐力上主要な部分において、木ネジを引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・小口面に打たれた釘は、引き抜き方向に抵抗させることはできない。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・構造用面材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和　年建設省告示　　号」による。

　の圧力を弱めるか、最後は手打ちを用いるなどの方法による。

・自動釘打ち機を使用する場合は、面材に釘がめり込まないようにする。そのために、釘打ち機

・１ヶ所の釘の本数は２本以上とする。

・釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。

・釘の長さは材厚の２．５倍以上とする。

・釘は材の繊維に対して乱に打ち、割れを生じないように端距離、縁距離、釘間隔を大きく取る。

　子板ボルトや木栓など、引張り抵抗をする補強部材を併用する。

・仕口、継手の各部に作用する応力を考慮し、部材の引き抜けが生じないように、原則として羽

・採用する方法は監理者の承諾を得る。

　による。

　法用の一般的な適用慣例に従う。一般的な適用慣例については、９．軸組構法接合部標準仕様

・仕口、継手の方法は構造図による。特記無き場合は　１．（３）標準仕様書に示された在来工

40 70

（dはボルト径）
0.8ｄ0.6ｄ

1.0ｄ0.8ｄ

56 1110

（dはボルト径）

丸座金の直径

丸座金の直径

角座金の一辺

角座金の一辺

厚さ

厚さ

せん断を受けるボルト

引張を受けるボルト

ボルト径に対する座金の大きさ

Ｎ釘

ＣＮ釘

ＢＮ釘

ＺＮ釘

ＧＮ釘

ＳＮ釘

・鉄

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼

・鉄

・軟鋼線材

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼

・真鋳

木ネジ

特殊ネジ

コースレッド

N19～N150

CN25～CN150

BN25～BN125

ＺＮ４５～９０

GNF25～GNF125

3.05 mm

耐力壁、床板、屋根

石膏ボード用

シージングインシュレイション

ファイバーボード

梁

種　別

Ｚマーク

Ｃマーク

引寄せ金物

その他の金物

鋼材

梁

梁

土台

レ

MFZn -C EP-Fe/Zn　5/CM2

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

梁

梁・母屋

垂木・大引

D20、E70

柱

母屋

垂木・大引

別 紙

　木質工事特記仕様書（１）
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称名事工

称名面図

一級建築士事務所登録　山形県知事（1212）第2117号
寒 河 江 秀 憲一級建築士 大臣 登録 257783 号

SCALE 日付 ＮＯ.

作図建築士

寒 河 江 秀 憲
一級建築士 大臣 登録 257783 号

寒 河 江 設 計

その他の設計士

1/50 R07．06
テルス株式会社日之出事業所堆肥化施設新築工事

（３）建方計画

（９）接着接合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□〔　　　　　　 　　　　 　　〕

７．運搬・建て方

　の仕様に基づき、接合両材の間が密着するように締め付ける。

・最終確認

（７）ジベル接合

・木部材は接合部付近の割れ、節、目切れなどの欠点に注意し、彫込み・打ち込みまたは圧入に

　際して割れを生じないよう、ジベルの種類に応じた断面と余長をもたせる。

・接合材は十分圧着させる。木材の収縮によるボルトの緩みをチェックし、緩んだものについて

　は再度締め直しを行う。

（８）既成金物の接合

・羽子板ボルト、ひら金物、短冊金物、かね折り金物および箱金物などの取り付けは、それぞれ

・接合部の耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。

・接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うとし、実験によっ

　て接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその際の作業条件を標準とする。

（１０）その他の方法による接合

・使用材料および使用方法は構造図によるものとし、監理者の承諾を得る。

（１）輸送計画

（２）集積・保管

（４）施工時の安全性

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し十分

（６）建方精度

（５）アンカーボルトの施工

（７）施工状況の検査

な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

　　□　輸送計画書の提出　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪

や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による割れが

発生するため避ける。　　　□　集積場の確認　  〔　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　建方計画書の提出　

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

・アンカーボルトはダブルナットとする。　□適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを行う。

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

　　□　施工時の安全性に対する検討書の提出　　　□　施工時荷重条件の通知

対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承諾を受ける。また、強風などによる諸外力に

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは

養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、

　　□通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

・建方の精度基準は下記による。　

　　□建物の倒れ　　　　　：　□　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm

　　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□梁の水平度　　　　　：　□　e≦Ｌ／  700+ 5mm　かつ　e≦15mm

　　　（節点間のレベル差）　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□建物のわん曲　　　　：　□　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm

　　　　　　　　　　　　　　　□　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□柱据え付け面の高さ及び位置

　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

　　　　　通り芯からの誤差　　　　　　　　　：　□±3mm以下　　□〔　　　　　〕

　　　　　階高　　　　　　　　　　　　　　　：　□－5mm≦△H≦+5mm

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　に監理者に報告し対応策を協議する。

　　はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は速やか

　　工事中に発生するボルトの緩み、ファスナーおよび接合金物に影響する材の割れ、接着面の

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　接合金物の施工状況　　□　その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　防腐・防蟻処理　　　　□　材料の加工寸法検査　　　　□　ファスナーの施工状況

・建方後の施工状況の検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

・建方時の立会い検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　材料の加工寸法検査

・地組み時の立会い検査

　　□　施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　□　目視による精度確認　　□　計測機器による精度確認　　□　アンカーボルト径、間隔

・アンカーボルト施工時の立会い検査

大入れ蟻掛け

柱

男木

女木

羽子板ボルト

男木

度
程3

2
h

女木

あご

ドリフトピン

鋼板挿入尻挟み継ぎ

金輪継ぎ追掛け大栓継ぎ

材
幅の

3～
3.5

倍

女木
男木

アンカーボルト

短冊金物 柱

継手位置

男木

女木

腰掛け鎌継ぎ

男木

女木

台持ち継ぎ

男木

女木

腰掛け蟻継ぎ

８．軸組構法接合部の標準仕様

（１）横架材同士の継手

１．曲げ応力や引張力を負担しない継手：腰掛け蟻継ぎ、腰掛け鎌継ぎ

・せん断力が大きい場合は台持ち継ぎとする。

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・逆せん断と引張の補強として短冊金物等を併用すること。

・柱からの持ち出し位置は、連続梁の長期荷重の反曲点付近とする。

２．曲げ応力や引張力を負担する継手

・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

　　　　　　　　　　　　　：追掛け大栓・金輪・尻挟み継ぎ、鋼板挿入ドリフトピン接合

（２）柱の継手

（３）横架材どうしの仕口

・伝達できるＭやＴは母材全断面の２割以下と考えること。

・やむを得ず柱の継ぎ手を設ける場合は、曲げと軸力による複合応力の検定を行い安全性を

　確認する。

１．せん断力が母材全断面の３割以下の仕口：（大入れ）蟻掛け

・長期荷重時のせん断力の向きを考慮し女木と男木を決める。

・逆せん断と引張の補強として羽子板ボルト等を併用する。

・男木の梁せいが女木の２／３以下の場合か、仕口直下に柱がある場合には、大入れとして

　もよいが、そうでない場合は男木のせいの２／３程度の顎をかける。

２．せん断力が母材全断面の３割を超える仕口：梁受け金物

・既製品の場合は金物メーカーの許容せん断耐力の値を用い、特注品の場合は構造計算で

　許容せん断耐力を算出して安全性を確認すること。

３．一方を片持ち梁とする場合：レベル差を設け渡り腮掛け

・逆せん断の補強として羽子板ボルト等を併用すること。

もや

小屋束

小屋梁ひら金物

ボルト（M12標準）

傾ぎ大入れほぞ差し

（同等認定品）

筋かいプレート

・梁受け金物以外の仕口には、引張の補強として短冊金物やかね折り金物等を併用すること。

３．通し柱と胴差し：小胴付きほぞ差し、傾ぎ大入れほぞ差し、梁受け金物

小胴付きほぞ差し

かね折り金物

短冊金物

ほぞ差し

傾ぎ大入れ

落とし蟻

寄せ
ほぞ差し

寄せ
ほぞ差し

ほぞ差し
襟輪小根

扇ほぞ差し

込み栓止め

長ほぞ差し

山形プレート止め

短ほぞ差し
＋

山形プレート

横架材

横架材

柱

渡り顎掛け

片持ち梁

（クレテック金物）

梁受け金物の例

（４）柱と横架材の仕口

１．柱の上下端部：短ほぞ差し、長ほぞ差し込み栓止め

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。

２．土台の出隅入隅部

　　　：土台同士は襟輪小根ほぞ差し又は寄せほぞ差し、柱脚部は扇ほぞ差し又は寄せほぞ差し

（但し、柱勝ちの場合、落とし蟻又は土台をて寄せほぞ差しとする。）

・短期の引張力に対しては、平12建告1460号、Ｎ値計算又は許容応力度計算により、

必要耐力を有するＺマーク金物等を併用すること。落とし蟻の場合は、ＨＤ金物を用いる。

（５）筋かい端部

・平12建告1460号の例示仕様又は同等品とする。

（６）火打ち、方杖

・角材を用いる場合の端部は、

傾ぎ大入れほぞ差し＋ボルト締めとする。

・Ｚマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい。

（７）小屋束の上下端部

・短ほぞ差し又は長ほぞ差し込み栓止めとする。

・短ほぞ差しの場合、風圧力による引張力の補強として、かすがい２本又はひら金物又は山形

　プレート止めとする。

２．真壁造の場合
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15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

1
50

1
50

釘 CN50 @150 釘 CN50 @150

受け材 30x40

釘 CN75 @300

150150

構造用合板構造用合板

3
00

梁

土台 土台

梁6mm以上

加力方向

（１１）ボルトの最小間隔及び最小端あき距離

P2

E2
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E2

P1
P1

E1
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P2

P2
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E1
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E
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P2 E1 e2P1E1

繊
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方
向

繊
維
直
交
方
向

P2

E2

P1

E1

（d：ボルト径、t：主材厚）

（d：釘径）

P2

E2

E1

E2P1P1E1P2

P1

E2
E2

P
2

P1E1 E1
E1

P2
P2

E2

E2

P2 8d5d

E2 8d5d

P1 10d12d

E1 10d15d

半欠き根太

根太彫り
垂木

ひねり金物

転び止め

軒桁

（８）根太、捶木と横架材

・落とし込み根太：横架材に大入れ or 根太掛け＋斜め釘

・半欠き根太：横架材に大入れ腮掛け＋斜め釘

・転ばし根太：根太が正角断面の場合、横架材に脳天釘止め

根太が縦長角断面の場合、斜め釘２本＋転び止め

・捶木：横架材に捶木道を掘り、転ばし根太と同様に止める。
たる き みち

・風の負圧の補強：許容応力度計算により必要耐力を有するひねり金物等を取り付ける。

（９）間柱と横架材

（１０）釘の最小間隔及び最小端あき距離

・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋斜め釘上部ほぞ差し、下部突き付け＋斜め釘

（１２）面材耐力壁

１．大壁造の場合

繊維方向 繊維直交方向

7d
7d（荷重負担側）

4d（荷重非負担側）

t/d≦6

t/d>6

1.5dかつP2/2

1.5d

7d

3d
4d

t/d=2

t/d>6

3d

5d

・受け材は柱や横架材にＮ75-@300以下

　で平打ちする。

特記による。特記のない

場合は以下の数値とする。

4d（荷重負担側）

1.5d（荷重非負担側）

3d～5d2≦t/d<6

繊維直交

方　向方　向

繊　維

加力方向

繊
維
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称名事工

称名面図

一級建築士事務所登録　山形県知事（1212）第2117号
寒 河 江 秀 憲一級建築士 大臣 登録 257783 号

SCALE 日付 ＮＯ.

作図建築士

寒 河 江 秀 憲
一級建築士 大臣 登録 257783 号

寒 河 江 設 計

その他の設計士
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